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「信州防災手帳」を見てくれて、ありがとう。
長野県危機管理部防災普及啓発担当の

防災ダックだ。
　災害から大切な命を守るためには、みんなが
「自らの命は自らが守る、お互いに助け合う」

意識を持って、防災に取り組む
ことが大切なんだ。

　これから、「信州防災手帳」で
自らの命を守るために大切なことを

伝えていく。

　長野県は、豊かな自然に囲まれており、私たちはたくさんの恩恵を受けています。でもその一方で、県内で
はこれまでに多くの災害が発生しており、その脅威にさらされてきました。
　例えば次の図のように、わたしたちの住む地域には、様々な災害リスクが存在しています。
　(※「災害リスク」とは、災害にあう危険性のことです。)

　このほかにも、県内では、次のような災害の発生が考えられます。

　大切な生命・財産を災害から守るには、自分が住む地域の災害リスクを正しく知ることが必要です。
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１　災害リスクを知る

私たちの身近には、どんな災害リスクがあるのか？1

防災ダックのまとめ防災ダックのまとめ防災ダックのまとめ

　みんなの住む地域にもいろんな災害リスクが潜んでいるかもしれないし、災害は
明日突然起こるかもしれない。災害は、決して「他人事」ではないんだ。災害を
「自分ごと」と捉えて、一人ひとりが災害から自分の身を守れるように備えておく
ことが大切だ。
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